
【県立高校】・【鏡が丘特別支援学校】 

☆入学志願書受付日 令和４年２月８日（火）・９日（水）（午前９時から午後４時） 

※特別支援学校受験者は 11 月末までに志願前相談を受けた者に限る 

☆試験日      令和４年 3 月 8 日（火）・9 日（水） 

☆合格発表日    令和 4 年３月 15 日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の感想に「ヘルパーはその人の体の一部となる。ヘルパーがいることで、やりたいことができて世界が広がる 

（２年Ｋさん）」とありました。卒業後は、学習や労働の場で一緒に過ごしていただく必要があるかもしれません。 

自分でできることを増やしていくこと、それに磨きをかけることはもちろん、それを補っていただける人についても 

情報を入れておきましょう！ 

夢 先 案 内 
県立鏡が丘特別支援学校  

進路だより ９号 

2022 年 1 月号 

 

ムーチービーサー。 

連日の冷たい風にも負けず、コロナにも負けず、健康で楽しい毎日を過ごしましょう★ 

先人の教えは、今の生活にもたくさんの影響を与えています。経験者の話を聞くことは、

自分では考えることもなかった、よりよく生きていくためのヒントに出会える瞬間です。 

高等部の生徒もそんな機会に巡りあえました（＾。＾） 

昨年12月 23日に進路講話が行われました。 

自立支援センターイルカ在籍の本校卒業生３名に、 

後輩たちに向けて「社会生活を送るために」必要なことや知っておくべき情報を伝えていただきました。 

自身の体験から、生活上困ったことをロールプレイで見せていただいたり、社会資源（制度）について提示してい

ただいたりして、生徒たちは卒業後の生活を具体的にイメージすることができました。与えられた・決められた人

生よりも、自分自身で選択する自由がある（責任が伴うことはお忘れなく）人生を送ることができたら可能性は無

限に広がるはずです。講話ではセルフプランの取り組みを通して、生活するために何時間ヘルパーさんがつく必要

があるのかを考える時間もありました。 

ひとりで日常生活を送ることが困難な方に、食事・入浴・トイレの手助けなど、 

生活に必要な介護サービスを提供する人です。 



高等部３年生 卒業目前！ 進路決定に向けて取り組んでいることは？ 

 

● 福祉事業所を利用する生徒（生活介護、B 型事業所、A 型事業所、就労移行、自立訓練） 

→ 計画相談員と卒業後の計画を立てる。 

  進路部   → 就業体験や生活体験実施の調整・進路面談 

計画相談員 → 進路先決定までの計画を立てる（事業所利用の曜日の調整や送迎・入浴など 

のサービスについて確認します。） 

 ※現在、児童デイを利用しておらず、計画相談員のついていない生徒は、将来的に契約する方向で 

相談員を探しておくと、高校３年生になった時に焦らず進めることができます。（移動支援や行動 

援護 等の利用を先に行うことをおすすめします。） 

 

● B型事業所を希望する生徒 → 就労移行支援事業所でアセスメント（実態把握検査）を行う。 

アセスメントは、卒業後に就労移行支援事業所を２ヶ月～３ヶ月利用し、その間アセスメントを 

実施し、B 型へ繋ぎます。しかし、今年度から浦添市や那覇市は在学中にアセスメントを取ること 

ができる事になりました。実施期間は夏休み（市役所への申し込み手続きが６月にあります）   

※アセスメントを行う際も、計画相談員の手続きが必要になります 

 

● A型事業所・一般就労 を希望する生徒 → ハローワークへの求人登録を行う。 

（進路指導部を通して日程調整を行い、ハローワークで面談を行います（７月頃～））。 

 

進路決定に向けての手続きは、いろいろと時間を要します。早いうちから事業所を見学し、子ども

に合った事業所を検討しておくと、高等部でスムーズに実習に入ることができます。事業所について

の情報がほしい場合は担任を通して進路部へご相談ください。（生徒玄関には、本校の生徒がよく利用

する事業所のパンフレットコーナーがあります。ご利用ください） 


